











































理論として、L. コルビュジエ、J. スターリング、C. アレグザンダー、原広司、R. コー
ルハースの理論を考察した。「依存的関係」では「部位」の「形状」、「素材」、「内包
要素」の自律的な操作に関わる理論として、C. ロウ、R. ヴェンチューリ、槇文彦、H. 
ヘルツベルハ、青木淳を、「並列的関係」では「部位」に独立した構成関係を構築す




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ル・コルビュジエ / 原広司 / レム・ コールハース
3-3-2　依存的関係の構造
ヘルマン・ヘルツベルハ―/ ロバート・ ヴェンチューリ / 青木淳
3-3-3　並列的関係の構造




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「規則的」、「不規則的」の 2 つに分類し、6 つの配置関係を整理した
72
第３章　設計手法の分析
 < ⅰ >
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したことで、機能主義思想の具現化に影響を与えた ⁽ ⁵ ⁾。ジェーム
ズ・スターリングは、コルビュジエの造形原理を評価しながらその造
形の主観的側面を批判し、慣習的な形態の引用によって部分の「象徴
性」を与えることの優位性を主張した ⁽ ⁶ ⁾。原広司は、「有孔体理論」
において「部屋」、「領域」の機能的要求を境界面の造形として反映さ
せることにより「部分」に固有性を与える具体的な造形手法を提起し
た ⁽ ⁷ ⁾。クリストファー・ アレグザンダーは、建築の形態的な全体
像に先行させて、機能を単位とした「部屋」、「領域」を機能的要求に
対して最適化させ、その組み合わせによる構築を「パタン・ランゲージ」
として手法化した⁽ ⁸ ⁾。レム・ コールハースは、機能を単位とする「部
屋」に上位の集合関係を与え、それらの領域の経験における対比的差
異による全体の構築を主張し、「トラジェクトリ」や「ヴォイドの戦略」
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